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物件選択

ゾーニング

レイアウト

レイアウトバリエーション

スペース別要件整理

レイアウト等の暫定

入居契約

ルール化

備品整備

備品グレード

暫定予算

テナント入居部件を数種類選択。ビル機能及び賃貸フロアの条件等の資料を求め、スペース割に対する準備を行う。

各施設の必要面積より、バーチカル及びフロアーゾーニングを行う。
最も社内調整を要する作業。

ゾーニングを基に、モデルプランを作成する。（間仕切り設計・動線計画含む）

将来対応として増員、使用目的等の変更や修正に対応できる
代替バリエーションを作成する。

各室・各エリア・各ゾーンに対しての使用目的、設定の基準を整理する。
（設定理由と運用計画）

入居施設に関わる内容を暫定し、ほぼ現実に近い図面を作成する。

図面を基に、適切な入居物件を決定し、契約を結ぶ。

ゾーニング・レイアウト・レイアウトバリエーション・スペース別要件を踏まえ、利用時及び変更修正の際に関わる内容をルール化する。

必要備品を抽出し、企業にあった備品の策定を行う（市場品調査・機能要件の把握含む）

利用者及び設置場所に適合する備品グレードを検証する。

企業からの提示（提示されない場合もある）を受け、初期投資として必要となる予算を積算する。

実施計画段階は、実用化を踏まえて結論を下さなければなりません。特にゾーニングやレイアウト、賃貸ビルの建築条件との整合、実際の運用を想定した詳細計画が
必要となり、各部署との調整業務は必須事項となります。実際の使用状況と適合できれば良いのですが、馴れ親しんでいる環境を変えるためには、裏付けやかえる
ための根拠がなければ、不満要素が蓄積されるだけで、収拾がつかなくなります。委員会そのものが、確実にリーダーシップを取り、理解を求めることが、円滑に実現
できる鍵となります。

実施計画段階での作業プロセス




